
《
新
刊
紹
介
》

社
司
誤
診
更
訂
諮
『
民
族
意
識
の
母
カ
ル
テ
ィ
ニ
伝
』

利
　
光
　
　
正
　
文

　
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
民
族
主
義
運
動
に
つ
い
て
の
研
究
は
、
第
二
次
大
戦
後
、
ア
メ
リ
カ
人
研
究
者
を
中
心
に
精
力
的
に
行
な
わ

れ
て
き
た
。
日
本
で
も
近
年
、
民
族
主
義
研
究
の
進
展
は
め
ざ
ま
し
く
、
例
え
ば
、
永
積
昭
氏
の
「
ブ
デ
ィ
・
ウ
ト
モ
」
の
研
究
、

土
屋
健
治
氏
の
「
タ
マ
ン
・
シ
ス
ワ
」
の
研
究
、
深
見
純
生
氏
の
「
サ
レ
カ
ッ
ト
・
イ
ス
ラ
ム
」
の
研
究
等
が
、
す
ぐ
頭
に
浮
か

ん
で
く
る
。
勿
論
、
他
に
も
多
く
の
研
究
者
が
輩
出
し
、
す
ぐ
れ
た
論
文
が
世
に
問
わ
れ
て
い
る
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
お
い
て
も
、

こ
の
運
動
に
つ
い
て
の
研
究
は
盛
ん
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
こ
う
し
た
傾
向
に
拍
車
を
か
け
る
で
あ
ろ
う
伝
記
が
公
刊
さ
れ
た
。
そ

れ
が
、
こ
こ
で
紹
介
す
る
『
民
族
意
識
の
母
カ
ル
テ
ィ
ニ
伝
（
K
A
R
T
I
N
I

S
e
b
u
a
h
B
i
o
g
r
a
f
i
）
』
で
あ
る
。

　
カ
ル
テ
ィ
ニ
は
蘭
領
東
イ
ン
ド
に
お
い
て
、
女
子
教
育
や
女
性
解
放
を
叫
ん
だ
開
明
的
ジ
ャ
ワ
女
性
で
あ
り
、
加
え
て
民
族
主

義
運
動
の
先
駆
者
と
し
て
、
現
在
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
国
家
英
雄
と
さ
れ
て
い
る
傑
出
し
た
人
物
で
も
あ
る
。
彼
女
の
思
想
に
つ
い

て
は
、
友
人
達
と
文
通
し
た
多
数
の
オ
ラ
ン
ダ
語
の
手
紙
が
残
っ
て
お
り
、
既
に
そ
の
書
簡
集
が
出
版
（
蘭
・
日
・
英
各
語
）
さ
れ
て

い
る
の
で
、
か
な
り
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
又
、
日
本
で
は
戸
田
金
一
「
オ
ラ
ン
ダ
の
言
語
教
育
政
策
と
そ
の
反
響
」
（
『
近
代
ア
ジ

一一167 -一一
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ア
教
育
史
研
究
・
上
巻
』
）
（
岩
崎
学
術
出
版
社
、
一
九
六
九
年
、
所
収
）
や
永
積
昭
『
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
民
族
意
識
の
形
成
』
（
東
京
大
学
出
版
会
、

一
九
八
〇
年
）
に
よ
っ
て
も
、
カ
ル
テ
ィ
ニ
の
人
と
な
り
や
足
跡
が
あ
る
程
度
理
解
で
き
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
カ
ル
テ
ィ
ニ
の
本
格
的
な
伝
記
は
書
か
れ
て
お
ら
ず
、
そ
の
二
五
年
の
生
涯
に
お
け
る
不
明
な
部

分
も
多
く
あ
っ
た
。
本
書
の
著
者
シ
テ
ィ
ス
マ
ン
ダ
リ
・
ス
ロ
ト
女
史
は
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
の
鋭
い
観
察
力
に
基
づ
き
、

埋
も
れ
た
資
料
を
丹
念
に
掘
り
起
こ
す
と
共
に
、
カ
ル
テ
ィ
ニ
ゆ
か
り
の
人
々
と
の
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
を
通
し
て
事
実
関
係
を
考
証

し
、
同
じ
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
女
性
と
し
て
の
義
務
意
識
に
も
駆
ら
れ
て
こ
の
書
を
書
き
上
げ
て
い
る
。

　
さ
て
本
書
は
、
序
章
　
カ
ル
テ
ィ
ニ
の
闘
争
の
時
代
的
背
景
、
第
一
章
　
チ
ョ
ン
ド
ロ
ネ
ゴ
ロ
家
の
系
譜
、
第
二
章
　
幼
年
時

代
か
ら
婚
前
閉
居
に
入
る
ま
で
、
第
三
章
　
地
獄
の
よ
う
な
四
年
間
－
目
覚
め
と
自
己
教
育
、
第
四
章
　
再
び
結
ば
れ
た
三
姉

妹
１
１
Ｉ
最
も
幸
福
だ
っ
た
六
年
間
、
第
五
章
　
一
九
世
紀
か
ら
二
〇
世
紀
へ
の
推
移
期
、
第
六
章
　
カ
ル
テ
ィ
ニ
と
「
倫
理
主
義
」
、
　
1
6
8

第
七
章
　
法
学
士
Ｊ
・
Ｈ
・
ア
ベ
ン
ダ
ノ
ン
と
の
相
識
、
第
ハ
章
　
フ
ァ
ン
・
コ
ル
の
役
割
、
第
九
章
　
人
間
カ
ル
テ
ィ
ニ
の
悲
劇
、
　
　
一

第
十
章
　
レ
ン
バ
ン
に
て
、
第
十
一
章
　
神
の
許
に
召
さ
れ
る
、
第
十
二
章
　
カ
ル
テ
ィ
ニ
の
死
の
後
で
、
第
十
三
章
　
カ
ル
テ

ィ
ニ
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
国
家
英
雄
に
列
せ
ら
れ
る
、
に
よ
り
構
成
さ
れ
て
い
る
。

　
そ
れ
で
は
以
下
、
そ
の
概
要
を
述
べ
て
み
た
い
。
序
章
と
第
一
章
は
、
カ
ル
テ
ィ
ニ
の
生
き
た
時
代
と
彼
女
の
系
譜
（
ル
ー
ツ
）

に
つ
い
て
の
説
明
で
あ
る
。
彼
女
が
過
し
た
一
九
世
紀
末
か
ら
二
〇
世
紀
初
頭
は
、
「
西
欧
の
新
思
想
の
流
人
を
大
き
く
妨
げ
た
封

建
的
慣
習
の
強
固
な
残
存
」
（
六
百
）
が
み
ら
れ
た
時
代
で
あ
り
、
オ
ラ
ン
ダ
の
植
民
地
支
配
が
徹
底
し
て
い
た
。
た
だ
し
、
蘭
領
東

イ
ン
ド
と
言
え
ば
殆
ん
ど
フ
ソ
ャ
ワ
（
爪
睦
）
」
の
こ
と
を
指
し
て
お
り
、
カ
ル
テ
ィ
ニ
の
思
考
も
ジ
ャ
ワ
に
限
定
さ
れ
、
「
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
」
に
ま
で
及
ん
で
い
な
い
。
そ
れ
か
ら
、
カ
ル
テ
ィ
ニ
の
出
身
は
由
緒
正
し
い
貴
族
の
家
柄
で
あ
り
、
祖
父
チ
ョ
ン
ド
ロ



ネ
ゴ
ロ
四
世
は
、
当
時
の
ジ
ャ
ワ
貴
族
の
中
で
は
子
女
に
西
欧
教
育
を
受
け
さ
せ
た
最
初
の
革
新
的
な
人
物
で
あ
っ
た
し
、
父
ソ

ス
ロ
ニ
ン
グ
ラ
ッ
ト
も
祖
父
に
劣
ら
ず
西
欧
教
育
の
草
分
け
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
恵
ま
れ
た
家
庭
環
境
に
彼
女
は
育
ち
、
進

歩
的
な
気
風
が
自
身
の
血
の
中
に
脈
々
と
流
れ
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。
た
だ
し
、
カ
ル
テ
ィ
ニ
の
母
が
副
妻
で
あ
っ
た
こ
と
は
、

後
年
彼
女
に
一
夫
多
妻
制
の
不
合
理
さ
を
訴
え
さ
せ
る
大
き
な
原
因
と
も
な
っ
て
い
る
。

　
第
二
・
三
・
四
章
は
、
カ
ル
テ
ィ
ニ
に
課
せ
ら
れ
た
十
二
才
か
ら
四
年
間
の
「
婚
前
閉
居
」
に
大
部
分
の
筆
が
割
か
れ
て
い
る
。

オ
ラ
ン
ダ
初
等
学
校
を
卒
業
し
た
彼
女
は
、
当
時
の
ジ
ャ
ワ
貴
族
の
娘
の
常
と
し
て
、
外
出
を
全
く
禁
じ
ら
れ
、
家
に
閉
じ
込
め

ら
れ
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
「
婚
前
閉
居
」
の
期
間
は
、
カ
ル
テ
ィ
ニ
に
精
神
的
意
味
に
お
い
て
げ
地
獄
の
責
め
苦
〃
を
与
え
た
が
、

ジ
ャ
ワ
人
の
女
性
を
縛
っ
て
い
る
多
く
の
封
建
的
慣
習
に
気
づ
か
せ
、
自
我
を
確
立
さ
せ
て
ゆ
く
言
わ
ば
「
目
覚
め
へ
の
旅
」
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

時
期
で
も
あ
っ
た
。
こ
の
不
自
由
な
身
を
い
や
す
唯
一
の
手
段
は
オ
ラ
ン
ダ
人
の
友
と
の
文
通
で
あ
り
、
手
紙
の
中
で
内
面
の
苦
　
　
6
9

悩
と
思
索
を
吐
露
し
て
い
る
゜
こ
の
時
期
カ
ル
テ
ィ
ニ
が
考
え
た
こ
と
は
ヽ
何
故
ヽ
ジ
ャ
ワ
の
女
性
達
が
男
性
に
対
し
て
一
方
的
　
　
一

な
忍
従
を
強
い
ら
れ
て
い
る
の
か
、
と
い
う
事
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
女
性
が
教
育
を
受
け
る
こ
と
も
な
く
無
知
の
ま
ま
に
留
ま

り
、
経
済
的
に
も
総
て
を
男
性
に
依
存
し
て
い
る
が
故
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
状
態
か
ら
抜
け
出
す
道
と
し
て
、
女
子
教
育
、
し

か
も
経
済
的
自
立
の
す
べ
を
も
授
け
る
教
育
の
必
要
性
を
痛
感
し
た
。

　
さ
ら
に
カ
ル
テ
ィ
ニ
の
思
考
は
、
女
性
へ
の
束
縛
か
ら
民
族
の
状
況
に
ま
で
広
が
っ
て
ゆ
く
。
オ
ラ
ン
ダ
人
の
親
友
ス
テ
ラ
に

宛
て
た
手
紙
二
九
〇
〇
年
）
の
中
に
次
の
様
な
く
だ
り
が
あ
る
。
「
…
…
（
一
閲
略
）
…
…
オ
ー
フ
ン
ダ
人
の
中
に
は
、
親
友
と
言
え
る
人

達
が
多
勢
い
ま
す
。
し
か
し
私
達
に
敵
意
を
持
つ
人
も
ま
た
多
勢
い
ま
す
。
理
由
は
他
で
も
な
い
、
私
達
が
大
胆
に
も
学
問
や
文

化
の
面
で
彼
等
と
対
等
に
渡
り
合
う
か
ら
な
の
で
す
。
彼
等
の
敵
意
は
い
や
が
ら
せ
と
い
う
形
で
あ
ら
わ
れ
ま
す
。
『
私
は
オ
ラ
ン



1983年史学論叢第14号

ダ
人
。
お
前
は
ジ
ャ
ワ
人
！
・
』
つ
ま
り
別
の
言
葉
で
言
え
ば
Ｉ
Ｉ
『
私
は
支
配
者
。
お
前
は
被
支
配
者
！
』
と
い
う
こ
と
で
す
。

…
…
（
後
略
）
…
…
」
二
〇
四
頁
）
。
こ
の
時
カ
ル
テ
ィ
ニ
は
十
八
才
で
あ
る
が
、
す
で
に
民
族
的
自
覚
に
目
覚
め
て
い
た
と
言
え
よ

　
第
五
章
か
ら
七
章
は
、
オ
ラ
ン
ダ
が
二
〇
世
紀
の
初
頭
よ
り
始
め
た
植
民
地
政
治
「
倫
理
政
策
」
と
カ
ル
テ
ィ
ニ
と
の
関
わ
り

で
あ
る
。
倫
理
政
策
の
重
要
な
校
の
一
つ
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
へ
の
教
育
で
あ
っ
た
の
で
、
カ
ル
テ
ィ
ニ
の
理
想
、
即
ち
女
子
教

育
の
た
め
の
学
校
設
立
と
当
時
の
植
民
地
政
策
が
ぴ
っ
た
り
と
一
致
し
た
と
言
え
よ
う
。
特
に
、
カ
ル
テ
ィ
ニ
が
植
民
地
政
庁
の

教
育
局
長
ア
ペ
ン
ダ
ノ
ン
の
知
遇
を
得
た
こ
と
は
、
彼
女
の
名
声
を
一
段
と
高
め
た
。
彼
は
倫
理
政
策
の
熱
心
な
推
進
者
で
あ
っ

た
し
、
そ
の
政
策
実
行
の
た
め
に
は
彼
女
を
必
要
と
も
し
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
こ
と
が
後
年
カ
ル
テ
ィ

ニ
に
大
き
な
苦
悩
を
強
い
る
原
因
と
も
な
る
。

　
第
八
・
九
章
は
、
「
カ
ル
テ
ィ
ニ
の
経
歴
の
中
の
最
も
黒
い
ペ
ー
ジ
」
（
こ
二
六
頁
）
に
つ
い
て
の
記
述
で
あ
り
、
著
者
が
非
常
に

力
を
込
め
た
部
分
で
も
あ
る
。
カ
ル
テ
ィ
ニ
と
妹
ル
ク
ミ
ニ
は
、
プ
リ
ヤ
イ
（
貴
族
）
の
女
子
寄
宿
学
校
を
開
く
た
め
の
教
育
学
を

学
ぶ
べ
く
オ
ラ
ン
ダ
留
学
の
夢
を
持
つ
に
到
っ
た
。
オ
ラ
ン
ダ
下
院
議
員
で
社
会
主
義
者
フ
ァ
ン
・
コ
ル
の
奔
走
、
植
民
地
大
臣

イ
デ
ン
ブ
ル
フ
の
学
費
給
付
決
定
、
事
は
総
て
順
調
に
運
び
留
学
条
件
は
全
部
整
う
。
け
れ
ど
も
、
突
然
カ
ル
テ
ィ
ニ
は
オ
ラ
ン

ダ
行
き
を
断
念
し
て
し
ま
う
。
そ
れ
は
、
ア
ペ
ン
ダ
ノ
ン
に
よ
る
阻
止
工
作
で
あ
り
、
彼
の
説
得
に
よ
っ
て
の
翻
意
で
あ
っ
た
。

ア
ベ
ン
ダ
ノ
ン
は
、
カ
ル
テ
ィ
ニ
達
が
オ
ラ
ン
ダ
よ
り
帰
国
す
る
と
「
オ
ラ
ン
ダ
育
ち
の
令
嬢
」
と
見
倣
さ
れ
、
同
胞
の
母
親
が

娘
達
を
彼
ら
に
託
す
る
こ
と
を
躊
躇
し
、
学
校
設
立
が
失
敗
す
る
と
脅
し
た
。
さ
ら
に
、
植
民
地
政
庁
へ
学
校
設
立
を
願
い
出
れ

ば
、
す
ぐ
に
で
も
許
可
が
得
ら
れ
る
だ
ろ
う
と
の
甘
言
で
カ
ル
テ
ィ
ニ
を
翻
意
さ
せ
た
。
著
者
は
カ
ル
テ
ィ
ニ
が
オ
ラ
ン
ダ
行
き

-170



を
断
念
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
カ
ル
テ
ィ
ニ
の
人
間
的
限
界
を
感
じ
る
と
共
に
、
「
そ
の
真
相
は
い
ま
だ
に
奇
怪
な
謎
に
包
ま
れ
て

い
る
」
（
二
六
九
百
）
と
し
な
が
ら
も
、
蘭
領
東
イ
ン
ド
の
実
情
が
本
国
に
伝
え
ら
れ
る
の
を
極
度
に
恐
れ
る
ア
ペ
ン
ダ
ノ
ン
の
高
度

な
政
治
的
判
断
に
よ
り
「
蘭
領
東
イ
ン
ド
政
庁
の
利
害
の
た
め
に
犠
牲
に
さ
れ
た
の
だ
」
（
二
七
三
頁
）
と
す
る
親
友
ス
テ
ラ
の
推
測

に
肯
首
し
て
い
る
。

　
第
十
章
か
ら
十
三
章
は
、
カ
ル
テ
ィ
ニ
の
結
婚
生
活
と
急
逝
、
そ
し
て
死
後
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
国
家
英
雄
に
列
せ
ら
れ
る
ま
で

の
経
過
報
告
で
あ
る
。
複
数
の
妻
を
持
ち
、
あ
ま
り
進
歩
的
で
も
な
い
夫
ジ
ョ
ヨ
ア
デ
ィ
ニ
ン
グ
ラ
ッ
ト
（
レ
ン
バ
ン
知
事
）
へ
の
失

望
の
日
々
の
中
に
あ
っ
て
も
、
自
宅
で
小
規
模
な
が
ら
プ
リ
ヤ
イ
子
女
の
為
に
私
塾
を
開
き
、
女
子
教
育
を
実
践
し
よ
う
と
奮
闘

す
る
様
が
描
か
れ
て
い
る
。
カ
ル
テ
ィ
ニ
死
後
は
オ
ラ
ン
ダ
や
ジ
ャ
ワ
で
基
金
が
つ
の
ら
れ
、
女
子
教
育
の
た
め
の
カ
ル
テ
ィ
ニ

学
校
が
各
地
に
建
立
さ
れ
、
彼
女
の
理
想
が
現
実
の
も
の
と
な
っ
て
ゆ
く
。
そ
し
て
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
が
独
立
達
成
後
、
カ
ル
テ

ィ
ニ
は
国
家
英
雄
と
さ
れ
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
の
心
の
中
に
生
き
続
け
る
こ
と
に
な
る
。
以
上
が
こ
の
書
の
大
要
で
あ
る
。

　
本
書
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
史
を
学
ぶ
者
に
と
っ
て
必
読
の
書
で
あ
る
こ
と
は
多
言
を
要
さ
な
い
が
、
カ
ル
テ
ィ
ニ
が
目
ざ
し
た

学
業
よ
り
も
品
性
の
陶
冶
を
優
先
さ
せ
る
教
育
理
念
は
現
代
に
も
通
じ
る
も
の
が
あ
り
、
教
育
関
係
者
に
と
っ
て
も
一
読
に
値
す

る
書
物
で
あ
ろ
う
。

　
最
後
に
、
訳
者
の
舟
知
恵
・
松
田
ま
ゆ
み
両
氏
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
に
熟
達
し
て
お
り
、
名
訳
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
九
八
二
年
七
月
刊
、
井
村
文
化
事
業
社
刊
、
四
〇
〇
頁
、
二
、
八
〇
〇
円
）
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